
  

 

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

１－②を用いること。 
 
学校名 尚絅大学短期大学部 
設置者名 学校法人尚絅学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

短期大学部 

総合生活学科 
 

1 

0 

6 7 7 
 

食物栄養学科 
 

6 7 7 
 

幼児教育学科 
 

0 6 7 7 
 

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本学 Web サイトにおいて公表。 

（URL：https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/outline/disclosure/） 

https://gakumu.shokei-gakuen.ac.jp/ 

（シラバスについてはゲストユーザーからログインし、実務経験のある教員一覧を参

照の上検索） 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 

 
  



  

 

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 尚絅大学短期大学部 
設置者名 学校法人尚絅学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
本学 Web サイトにおいて公表。 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/outline/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 株式会社役員 2018.4.1 ～

2022.3.31 
法人業務の総理 

非常勤 現職：株式会社役員 2019.7.12 ～

2023.7.11 

経営者として広く社会的

知見を活かした経営計画

策定への参画、組織運営体

制へのチェック機能 

（備考） 

 

 

 

 

 

  



  

 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 尚絅大学短期大学部 

設置者名 学校法人尚絅学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

■尚絅大学・尚絅大学短期大学部授業計画作成ガイドライン 

（URL：https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/outline/disclosure/） 

■各学部の授業科目一覧 

（URL：https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/outline/disclosure/） 

■各学部の授業科目のシラバス一覧 

尚絅大学・尚絅大学短期大学部教務システム 

（URL：https://gakumu.shokei-gakuen.ac.jp/） 

（ゲストユーザーからログインし検索） 

■授業履修の手引き 

COMPASS（初年次教育テキスト） 

（URL：https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/outline/disclosure/） 

 

■概要 

授業計画書（シラバス）は、例年 11 月頃に全学的な機関である教務連絡協議会において、

次年度のシラバスの作成・点検期間を決定している。12 月に授業担当教員を対象にシラバス

の作成・注意点等について説明会を実施し、翌年 1 月下旬まで授業担当教員によるシラバス

初校データ作成の後、シラバス点検委員の点検を受け、4月 1日に公表している。 

 

授業概要（シラバス）は、教務システム（ユニバーサルパスポート）において、各自学生が

履修登録をする上で必要な事項、成績評価方法、準備学習、実務経験のある教員などを記載

している。また、学習への意欲を試験やレポート等で把握し、学修成果の厳格かつ適正な評

価、単位授与を与えることとしている。具体的には、シラバスには成績評価の割合を記載す

るよう行っている。（例：定期試験 50％、レポート提出 30％、学習意欲 20％） 

なお、実務教員による授業科目ついては、上記の本学教務システムにおいて、実務経験のあ

る教員一覧を参照の上検索できる。 

これら授業作成ガイドラインを web 上にて公表し、教務システムを通してシラバスを公開し

ている。 

授業計画書の公表方法 
本学 Web サイトにおいて公表。 

https://gakumu.shokei-gakuen.ac.jp/ 

（ゲストユーザーからログインし、シラバスを検索してください。） 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 



  

 

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 
■概要 

尚絅大学短期大学部学則第 12 条第 1 項に定められた単位の計算方法により各授業科目の単

位数を決定し、且つ尚絅大学短期大学部学則第 23 条及び第 29 条に基づき、単位・卒業の認

定を行う。 

本学では単位の認定を行うにあたり、各教員に対してその授業を学ぶ「意味・意義」を意識

させたシラバスの作成を求め、またその授業科目がディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

とどのように関与しているかを明示するよう求める。 

具体的には「授業概要」「キーワード」「課題と評価の方法」「事前・事後学修の内容と目安」

など記載し、入学した学部・学科の教育課程の授業を履修し、各授業科目に定めている「到

達目標」を達成し、学力試験及び受講状況その他により認定の上、合格した者に単位を認定

するものとする。 

最終的に２年以上在学し、所定の授業を履修した上で、62 単位以上の単位を修得した者につ

いて学年又は学期の終わりに教授会の議を経て、学長が卒業を認定とする。 

 

（根拠学則） 

尚絅大学短期大学部学則第 12 条第 1 項、尚絅大学短期大学部学則第 23 条、尚絅大学短期大

学部学則第 29 条 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 
■ＧＰＡの算定について 

尚絅大学短期大学部におけるグレード・ポイント・アベレージ（GPA）制度に関する規程 

（URL：https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/outline/disclosure/） 

 

■ＧＰＡの種類及び算出方法 

・ＧＰＡは、学期ＧＰＡ、通算ＧＰＡに区分する。 

・ＧＰＡは以下の式により計算するものとし、小数点第３位を四捨五入し、小数点第２位を

表示させるものとする。 

・総履修登録単位数は、ＧＰＡ算出対象の授業科目の合計履修登録単位数とする。 

 

ＧＰＡ＝ 

（秀４×修得単位数）＋（優３×修得単位数）＋（良２×修得単位数）＋（可１×修得単位数）  

総履修登録単位数 

 

■概要 

本学では学生の成績を客観的な指標として、ＧＰＡ（グレード・ポイント・アベレージ）を

採用している。その上で、学生の相対的な成績状況を把握している。また、学生の成績を各

学科の専任教員等に情報を共有し、履修指導や各種奨学金等に関することなど、学生指導へ

の活用などを行っている。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

本学 Web サイトにおいて公表。 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/outline/di

sclosure/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 



  

 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 
■大学のディプロマ・ポリシー 

尚絅大学短期大学部ディプロマ・ポリシー 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/gakubu/diploma_policy?id=ad03 

■概要 

各学科ディプロマ・ポリシーにより、学位授与方針を定めており、２年間においてそれらの

資質・能力を満たすために、カリキュラムの中にある授業科目を履修することで、学位が授

与される。また、具体的に卒業する為の条件として、尚絅大学短期大学部学則において卒業

認定に関する事項が記載されているが、具体的な卒業要件に必要な最低単位数や卒業条件等

は、各学科の履修規程において卒業要件（卒業資格）が記載されている。 

各学科の卒業要件（卒業資格）に達した人は、学年又は学期の終わりに、教授会の議を経て、

学長が卒業を認定することになっており、その卒業認定の結果については、学内の掲示板へ

の掲示等により学生に通知することになっている。 

 

参考： 

尚絅大学短期大学部（学則）第 29 条 

短期大学部履修規程第４条 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

本学 Web サイトにおいて公表。 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/gakubu/dip

loma_policy?id=ad03 

 

  



  

 

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

４－②を用いること。 

学校名 尚絅大学短期大学部 

設置者名 学校法人尚絅学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
本学 Web サイトにおいて公表。 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/files/gakuen/H30.pdf 

収支計算書又は損益計算書 
本学 Web サイトにおいて公表。 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/files/gakuen/H30.pdf 

財産目録 
本学 Web サイトにおいて公表。 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/files/gakuen/H30.pdf 

事業報告書 
本学 Web サイトにおいて公表。 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/files/gakuen/H30.pdf 

監事による監査報告（書） 
本学 Web サイトにおいて公表。 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/files/gakuen/H30.pdf 

 
 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：学校法人尚絅学園事業計画書対象年度：2019） 

公表方法：https://www.shokei-gakuen.ac.jp/files/gakuen/2019_jigyokeikaku.pdf 

中長期計画（名称：尚絅学園の長期ビジョンと中長期行動計画対象年度：2013～2022） 

公表方法：https://www.shokei-gakuen.ac.jp/files/gakuen/vision.pdf 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：本学 Web サイトにおいて公表。 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/files/univ/outline/h30_tanki.pdf 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：本学 Web サイトにおいて公表。 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/files/univ/outline/jaca/tandai29.pdf 

 

  



  

 

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関

する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 総合生活学科 

教育研究上の目的（公表方法：本学 Web サイトにおいて公表。 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/outline） 

（概要）総合生活学科は、情報・福祉・衣食住などを基礎的総合的に学び、現代生活への

理解を深め、より良い家庭や地域を創造する能力と実践的技能を身につけた人材を育成す

ることを目的とする。（尚絅大学短期大学部学則第４条） 

卒業の認定に関する方針（公表方法：本学 Web サイトにおいて公表。 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/gakubu/diploma_policy?id=ad03） 

（概要）総合生活学科は、建学の精神のもと、講義、演習、実技および実験・実習を通し

て以下の素養・能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に卒業を認定し、「短期

大学士（生活学）」の学位を授与します。 

⑴文化・社会や自然に関する知識を体系的に理解するとともに、主体的な学びを通して豊

かな人間性を培い、良識のある社会人としての教養や態度を身につけている。 

⑵生活に関連する情報、福祉・健康、アパレル・インテリアの領域において専門的知識・

実践的技能を身につけ、実生活に活かし役立てることができる。 

⑶自らの倫理観・職業観を確立し、現代社会の諸問題に対して主体的に考え、行動するこ

とができる。 

⑷様々な手法による情報活用能力を身につけ、様々な人々とコミュニケーションをとりな

がら、自らの意見を適切に表現し、良好な人間関係を発展させることができる。 

⑸多様な立場の人々を理解するとともに協力しあい、地域社会に貢献することができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学 Web サイトにおいて公表。 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/gakubu/curriculum_policy?id=ad03） 

（概要）総合生活学科は、学則に掲げる目的及び使命に基づき、ディプロマ・ポリシー（学

位授与方針）に定める素養・能力を修得させるために、以下のような方針でカリキュラム

を編成します。 

(1)基礎的能力及び幅広く深い教養を身に付ける教養科目と、専門の学芸を身に付ける専門

教育科目によりカリキュラムを編成します。 

(2)教養科目は、大学教育を受けるために必要な学力と社会人として求められる汎用的能力

を養うために、「教養基礎」「外国語」「人間と社会」「自然と生命」の４領域により編

成します。 

(3)初年次に基礎的素養を身に付けるための授業科目を置き、その上に専門的知識と技能を

積み上げられるよう授業科目を系統的に配置します。 

(4)専門教育科目は、キャリア教育を含め、ビジネス社会に必要な知識・技術を身につける

「医療事務・情報ビジネス」、福祉現場等で必要な知識・技術を身につける「福祉ウェル

ネス」、ファッション・インテリア業界等で求められる知識・技術を習得する「生活デザ

イン」の３つの領域に区分します。これら３つの領域の専門知識を習得するとともに技術

を身につけるため、講義の他に演習や実習科目を配置します。 

(5)実践力及び応用力を伸ばすために「インターンシップ」「卒業演習」「女性と社会」「ボ

ランティア実習」等の科目を配置します。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学 Web サイトにおいて公表。 
https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/gakubu/admission_policy?id=ad03） 



  

 

（概要）総合生活学科は、質の高い家庭・社会生活の創造に関心を持ち、地域社会で活躍

したい次のような学生を求めます。 

⑴情報・福祉・衣食住に関連した専門的知識・実践的技能を主体的に身につけ、実生活に

活かす意欲がある人 

⑵現代社会の諸問題に対して、自らの倫理観・職業観を踏まえて適切に意見を表現しよう

とする人 

⑶多様な立場の人々とコミュニケーションをとりながら理解・協力し合い、地域社会に貢

献できる人 

入学を希望する人には、高等学校等において、国語、英語、社会などの基礎学力（知識・

思考力）を習得し、高等学校等における活動を通じて豊かな表現力を身につけていること

を望みます。 

これらに関する能力は、入学後の講義、演習、実習等を通じて、様々な分野で主体的に協

働できる能力を身につけるために必要となります。入学者の選抜方法として、一般入試、

大学入試センター試験利用入試、推薦入試、自己推薦入試、ＡＯ入試を採用し、上記のよ

うな能力や資質を多面的・総合的に評価します。 

・一般入試では、国語や英語の筆記試験において基礎学力・技能や思考力・判断力・表現

力を総合的に評価し選抜します。 

・大学入試センター試験利用入試では、２教科２科目から基礎学力・技能、思考力・判断

力を総合的に評価し選抜します。 

・推薦入試は、小論文において思考力・判断力・表現力、調査書において基礎学力及び主

体的に協働できる能力を総合的に評価し選抜します。 

・自己推薦入試では、自己推薦書において基礎学力・思考力・判断力・表現力・技能、調

査書や面接において基礎学力・技能と共に主体的にかつ多様な人々と協働して学ぶ態度を

総合的に評価し選抜します。 

・ＡＯ入試では、授業体験において思考力・判断力・表現力、面談とエントリーシートに

おいて基礎学力・技能と共に主体的にかつ多様な人々と協働して学ぶ態度を総合的に評価

し選抜します。 

学部等名 食物栄養学科 

教育研究上の目的（公表方法：本学 Web サイトにおいて公表。 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/outline） 

（概要）食物栄養学科は、食を通じて人の健康づくりに貢献できる栄養士を育成するため、

専門分野の講義、実験・実習により栄養士養成課程としての基礎及び応用理論を学び、幅

広い知識・技術・能力を身につけた実践力のある人材の養成を目的とする。（尚絅大学短

期大学部学則第４条） 

卒業の認定に関する方針（公表方法：本学 Web サイトにおいて公表。 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/gakubu/diploma_policy?id=ad04） 

（概要）食物栄養学科は、建学の精神のもと、講義、演習、実技および実験・実習を通し

て以下の素養・能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に卒業を認定し、「短期

大学士（食物栄養学）」の学位を授与します。 

⑴文化・社会や自然・生命に関する広い知識を身につけている。 

⑵食物、栄養および健康に関する深い専門的知識を身につけている。 

⑶食物、栄養および健康に関する諸問題に対して興味・関心を持ち、自ら分析・解決する

ための思考・判断力を身につけている。 

⑷食を通じて人々の健康の増進・疾病の予防に貢献するための実践的技能を身につけてい

る。 

⑸多様化する社会の要求に柔軟に対応するための豊かな表現力とコミュニケーション力を

身につけている。 

⑹知識を基にさまざまな思考様式や価値を理解し、知を高める主体的な意欲・態度を身に

つけている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学 Web サイトにおいて公表。 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/gakubu/curriculum_policy?id=ad04） 



  

 

（概要）食物栄養学科は、学則に掲げる目的及び使命に基づき、ディプロマ・ポリシー（学

位授与方針）に定める素養・能力を修得させるために、以下のような方針でカリキュラム

を編成します。 

(1)基礎的能力及び幅広く深い教養を身に付ける教養科目と、専門の学芸を身に付ける専門

教育科目によりカリキュラムを編成します。 

(2)教養科目は、大学教育を受けるために必要な学力と社会人として求められる汎用的能力

を養うために、「教養基礎」「外国語」「人間と社会」「自然と生命」の４領域により編

成します。 

(3)初年次に基礎的素養を身に付けるための授業科目を置き、その上に専門的知識と技能を

積み上げられるよう授業科目を系統的に配置します。 

(4)栄養士法施行規則に基づき、専門教育科目を「社会生活と健康」「人体の構造と機能」

「食品と衛生」「栄養と健康」「栄養の指導」および「給食の運営」の６領域に区分しま

す。さらに、質の高い栄養士の育成を目的として「その他関連項目」を配置します。 

(5)専門教育科目のうち、栄養学的専門知識とその理論を習得する上で必須と位置づけられ

る科目を必修科目とします。さらに、選択科目の中でも特に栄養士業務を遂行する上で習

得が必須となる科目を「栄養士免許必修科目」として配置します。栄養士免許必修科目は

卒業要件とはならないが、栄養士免許取得には必須となる科目です。 

(6)専門教育科目の中に、栄養学の理論と知識を基礎とし、さらに栄養士としての実践的能

力および技術を身に付けるための実験・実習科目を配置します。具体的な到達目標は、「食

品、調理素材の特性や地域性を生かした献立作成能力と調理技術の修得」「疾病の予防と

治療のための食事療法の理解と実践能力の育成」「成長期の子どもから高齢者までのライ

フステージ別の特徴に応じた栄養管理法の修得」および「大量調理における衛生管理や対

象者の嗜好に配慮した給食の運営方法の修得」です。また、２年次には実践活動の場とし

て３箇所（学校・保育所、事業所および病院）での校外実習を行います。これらの専門教

育科目は学生の能動的学修の充実を図るものであり、同時にキャリア教育の一環としても

位置づけます。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学 Web サイトにおいて公表。 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/gakubu/admission_policy?id=ad04） 

（概要）食物栄養学科は、高い倫理観に加えて高度な知識と技術を身につけ、実践力を有

する栄養士として健康を食の面から支え社会に役立ちたいと思っている次のような学生を

求めます。 

⑴高等学校卒業程度の基礎学力を有している人 

⑵人の健康づくりに興味があり、基本から主体的かつ体系的に学んで栄養士になりたいと

思う人 

⑶次世代を担う成長期の子どもを対象に食育の推進に貢献したい人 

⑷疾病の予防と治療のための食事療法について学び、その知識・技術や課題解決のための

思考力・判断力を社会で生かして活躍したいと考えている人 

⑸高齢者をはじめとする福祉の分野で食を通して生活の質の向上を支援したい人 

⑹食物・栄養・健康に関する幅広い知識・技術や課題解決のための思考力・判断力を家庭

や地域社会の健康管理に役立てたいと思う人 

入学を希望する人には、高等学校等において、栄養学の基礎となる生物学や化学などの理

数系科目の基礎知識と思考力を習得し、また、他者とのコミュニケーションを円滑に行う

ために国語や英語の基礎学力を身につけていることを望みます。これらの学力は、入学後

の授業等において専門性の高い問題に対する自己解決力の基礎となることは勿論、他の学

生と協働して様々な課題を探求・解決するための能力を育成するためにも必要となります。 

入学者の選抜方法として、一般入試、大学入試センター試験利用入試、推薦入試を採用し、

上記のような能力や資質を多面的・総合的に評価します。 

・一般入試では、国語や英語の筆記試験において基礎学力・技能や思考力・判断力・表現

力を総合的に評価し選抜します。 

・大学入試センター試験利用入試では、国語又は外国語から１科目及び理科１科目から基

礎学力・技能、思考力判断力を総合的に評価し選抜します。 



  

 

・推薦入試は、小論文において思考力・判断力・表現力、調査書により基礎学力及び主体

的に協働できる能力を総合的に評価し選抜します。 

学部等名 幼児教育学科 

教育研究上の目的（公表方法：本学 Web サイトにおいて公表。 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/outline） 

（概要）幼児教育学科は、子どもの心、遊び、発達、健康などについて基礎的総合的な理

解を深め、健やかな生活、遊びを導く実践的な保育者の技量を養い、子どもに信頼され慕

われる人間性豊かな幼稚園教諭・保育士・保育教諭を養成し、地域社会の保育の発展に寄

与することを目的とする。（尚絅大学短期大学部学則第４条） 

卒業の認定に関する方針（公表方法：公表方法：本学 Web サイトにおいて公表。 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/gakubu/diploma_policy?id=ad05） 

（概要）幼児教育学科は、建学の精神のもと、講義、演習、実技および実験・実習を通し

て以下の素養・能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に卒業を認定し、「短期

大学士（幼児教育学）」の学位を授与します。 

⑴保育・教育に関する基本的な理解ができている。 

⑵子どもの権利、福祉についての見識、問題意識が備わっている。 

⑶子どもの成長、発達、健康、保健、食などについて、生活や活動を発展・充実させるた

めの総合的な理解ができている。 

⑷子どもの表現や遊び、生活・活動等を豊かにする保育・教育の実践的な技量が備わって

いる。 

⑸子どもの発達や子どもを取り巻く環境などを理解し、適切に対応しようとする態度が備

わっている。 

⑹保育についての実践と省察を重ね、保育者としての資質・能力が備わっている。 

⑺保育の世界や地域社会に関わる態度と意欲が備わっている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学 Web サイトにおいて公表。 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/gakubu/curriculum_policy?id=ad05） 

（概要）幼児教育学科は、学則に掲げる目的及び使命に基づき、ディプロマ・ポリシー（学

位授与方針）に定める素養・能力を修得させるために、以下のような方針でカリキュラム

を編成します。 

(1)基礎的能力及び幅広く深い教養を身に付ける教養科目と、専門の学芸を身に付ける専門

教育科目によりカリキュラムを編成します。 

(2)教養科目は、大学教育を受けるために必要な学力と社会人として求められる汎用的能力

を養うために、「教養基礎」「外国語」「人間と社会」「自然と生命」の４領域により編

成します。 

(3)初年次に基礎的素養を身に付けるための授業科目を置き、その上に専門的知識と技能を

積み上げられるよう授業科目を系統的に配置します。 

(4)専門教育科目では、教職に関する法令及び「指定保育士養成施設の指定及び運営に関す

る基準」に基づき、幼稚園教諭二種免許状及び保育士資格の取得を目指し、必要とされる

知識・技能を、各分野において基礎から系統的に深めるとともに、保育実習や教育実習で

の実践とも関連づけて学ぶことができるように科目を配置します。 

(5)個性ある保育者を養成するために、保育に必要とされる各領域の専門性を高める選択科

目を配置します。また各自が特に専門領域について学びを深めるための必修科目として小

グループのゼミ形式で行われる専門研究を配置します。 

(6)保育者としての知識・技能を深め、理論と実践の融合を図るため、附属こども園及び学

外の認定こども園、幼稚園、保育所、児童福祉施設等での実習を、法令等に基づき、適切

な時期に配置します。 

(7)２年次後期には、２年間の学修成果を統合するとともに、各自が履修カルテにより学修

状況を振り返り、幼稚園教諭二種免許状及び保育士資格を取得するにあたっての長所を確

認し、課題を克服することができるよう「保育・教職実践演習」を配置します。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学 Web サイトにおいて公表。 



  

 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/gakubu/admission_policy?id=ad05） 

（概要）幼児教育学科は、子どもに寄り添い、子どもの成長、発達を豊かに育むことので

きる確かな知識と実践力を有する保育者の育成を目ざしています。そのために子どもの世

界に関心と意欲を持つ次のような学生を求めます。 

⑴子どもの世界（こころ、生活、遊び、健康等）に関心を持ち、そのための理論と技量を

身につけたいと考える人 

⑵子どもの権利や福祉に関心を持つ人 

⑶保育職（幼稚園教諭、保育士、保育教諭、施設保育士）に就き、地域社会に貢献したい

と考える人 

⑷保育に必要な自己表現やコミュニケーションの能力を身につけたいと考える人 

入学を希望する人には、中学校や高等学校等において集団的な活動、社会的な活動を通じ

た主体性・協働性を身につけ、国語を中心とした思考力とコミュニケーション力の基礎を

身につけていることを望みます。これらに関する能力は、入学後の講義、演習、実習等に

おいて、様々な世代や環境において、他者と協働できる能力を育成するために必要となり

ます。 

入学者の選抜方法として、一般入試、大学入試センター試験利用入試、推薦入試を採用し、

上記のような能力や資質を多面的・総合的に評価します。 

・一般入試では、国語や英語の筆記試験において基礎学力・技能や思考力・判断力・表現

力を総合的に評価し選抜します。 

・大学入試センター試験利用入試では、国語と国語以外の１科目から基礎学力・技能、思

考力・判断力を総合的に評価し選抜します。 

・推薦入試は、小論文において思考力・判断力・表現力、調査書により基礎学力及び主体

的に協働できる能力を総合的に評価し選抜します。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：本学 Web サイトにおいて公表。 

（URL：https://www.shokei-gakuen.ac.jp/outline/） 

 

  



  

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人 

総合生活学科 － 2 人 2 人 1 人 2 人 0 人 7 人 

食物栄養学科 － 2 人 3 人 1 人 1 人 3 人 10 人 

幼児教育学科 － 5 人 9 人 0 人 3 人 0 人 17 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 58 人 58 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：本学 Web サイトにおいて公表。 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/teacher 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

本学 Web サイトにおいて公表。 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/outline/fd 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並び

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

総合生活学科 80 人 41 人 51.3% 160 人 118 人 73.8%   

食物栄養学科 80 人 73 人 91.3% 160 人 127 人 79.4%   

幼児教育学科 150 人 132 人 88.0% 300 人 281 人 93.7%   

合計 310 人 246 人 79.4% 620 人 526 人 84.8%   

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

総合生活学科 
55 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

53 人 

（96.4％） 

2 人 

（3.6％） 

食物栄養学科 
70 人 

（100％） 

6 人 

（8.6％） 

60 人 

（85.7％） 

4 人 

（5.7％） 

幼児教育学科 
118 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

118 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

合計 
243 人 

（100％） 

6 人 

（2.5％） 

231 人 

（95.1％） 

6 人 

（2.5％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 



  

 

＜進学先＞ 

専門学校熊本 YMCA 学院児童福祉教育科／福岡 ECO動物海洋専門学校／尚絅大学生活科学部栄養科学科／

延世大学語学堂／熊本学園大学社会福祉学部福祉環境学科／熊本学園大学社会福祉学部社会福祉学科 

＜就職先＞ 

有限会社岩根工業／協電機工株式会社／株式会社福岡建設／九州柳河精機株式会社／株式会社杉養蜂園

／タカラスタンダード株式会社／株式会社釜屋/三栄商事株式会社/株式会社のぶちゃんマン/株式会社

トゥーワンプランニング/日本郵便株式会社/株式会社大嶌屋/株式会社ハイコム/トヨタカローラ熊本株

式会社/宝物産株式会社/株式会社カメイビジネスサポート/株式会社鶴屋百貨店/株式会社ワールドスト

アパートナーズ/株式会社ナルミヤ・インターナショナル/株式会社ヨネザワ/トヨタカローラ熊本株式会

社/ネッツトヨタ中九州株式会社/株式会社 DNS/株式会社コスモス薬品/ネッツトヨタ熊本株式会社/株式

会社ＣＷモバイル/株式会社ビッグモーター/株式会社ツカサ/株式会社ハウディ/ヤマエ久野株式会社・

西武株式会社/熊本県信用組合/第一生命保険株式会社熊本支店 /株式会社コスギ不動産

/moheyjapangroup/東横ＩＮＮ熊本新市街/cochidesignandcafé/株式会社日本プロポーション・アカデミ

ー熊本教室/株式会社出雲総業/株式会社鮮ど市場ゴールドジム上通熊本/学校法人大阿蘇学園認定こど

も園阿蘇中央幼稚園/認定こども園松橋幼稚園/学校法人くりの木学園肥後菊幼稚園/学校法人尚絅学園/

学校法人愛和学苑美鈴幼稚園/白川幼稚園/学校法人愛和学苑大津音楽幼稚園/学校法人有明中央学園/お

おとりの丘認定こども園/学校法人岱明学園幼保連携型認定こども園岱明幼稚園/社会福祉法人光輪福祉

/城高保育園/学校法人愛和学苑幼保連携型認定こども園亀の子幼稚園/社会福祉法人西部福祉会幼保連

携型認定こども園かおるこども園/王栄幼稚園/学校法人九州音楽学園（九州音楽幼稚園）/学校法人中九

州第二学園帯山幼稚園/わかくさ幼稚園/帯山のぎくこども園/認定こども園東海大学付属かもめ幼稚園/

株式会社寺原自動車学校/社会福祉法人三澄会幼保連携型認定こども園くほんじこども園/学校法人井島

学園第２さくら体育幼稚園/社会福祉法人芳野福祉会やまばとこども園/幼保連携型認定こども園なぎさ

こども園/学校法人熊本ルーテル学園幼保連携型認定こども園めぐみ幼稚園/学校法人井島学園（さくら

幼稚園）/学校法人マリア学園聖母幼稚園/学校法人光寿学園ルンビニー幼稚園/社会福祉法人力合福祉会

幼保連携型認定こども園力合さくら子ども園/幼保連携型認定こども園出仲間こども園/学校法人南熊本

学園熊本音楽幼稚園/社会福祉法人立正福祉会かわしりこども園/幼保連携型認定こども園済生会しらふ

じ子ども園/社会福祉法人仁愛園認定こども園仁愛幼育園/五丁こども園/社会福祉法人森のひろばこぐ

まこども園/学校法人北部学園幼保連携型認定こども園ほくぶ幼稚園/社会福祉法人喜育園立山東こども

園/学校法人清水学園幼保連携型認定こども園城北幼稚園/学校法人熊本音楽学園武蔵ヶ丘幼稚園/学校

法人第一学園第一幼稚園第二幼稚園合志こども園杉並台保育園/学校法人第一学園/学校法人リズム学園

認定こども園リズム幼稚園/幼保連携型認定こども園六華こども園/人吉こども園/幼保連携型認定こど

も園はつの・あそびの森こども園/南阿蘇村役場（公立保育園）/熊本ＹＭＣＡ赤水保育園/社会福祉法人

豊川保育園/社会福祉法人育遊会宇土東保育園/社会福祉法人裕輝会はなぞの保育園/緑川保育園/光の森

キャロット保育園/社会福祉法人福芳会福本保育園/社会福祉法人愛和学院元気の森ラビット保育園/社

会福祉法人白川園白川保育園/社会福祉法人白川園緑ヶ丘保育園/社会福祉法人広友会介護老人福祉施設

あさひが丘荘/新谷歯科医院/障害者支援施設居屋敷の里/あすなろ保育園/社会福祉法人専起寺福祉会岡

原もぞか保育園/社会福祉法人清水福祉会清水保育園/社会福祉法人熊本東翔会総合ケアセンターたいめ

い苑/社会福祉法人岱明憲章会鍋保育園/社会福祉法人熊本厚生事業福祉会介護老人保健施設てんすい倶

楽部/社会福祉法人となかいま研究会本妙寺保育園/もりの歯科クリニック/社会福祉法人貴心会美心幼

愛園/有限会社 IQ キッズ/熊本市役所（公立保育園）/医療法人社団岡山会九州記念病院/ハグ保育園/医

療法人社団こぶし小鳥会小島内科小児科医院/一般財団法人杏仁会くまもと青明病院/やまさき歯科・矯

正歯科/社会福祉法人熊本市社会福祉協会熊本乳児院/熊本市医師会熊本地域医療センター/医療法人社

団藤浪会整形外科井上病院/社会福祉法人同砲友愛会友愛会保育園/社会福祉法人佐土原福祉会認可保育

園第二エンゼル保育園/くまもと江津湖療育医療センター/社会福祉法人大光保育園/医療法人社団仁誠

会/社会福祉法人湧水会さくらんぼ保育園/エーティーエス株式会社/社会福祉法人託麻小山保育園/社会

福祉法人朋岳園/社会福祉法人仁風会/医療法人社団鶴友会鶴田病院/医療法人社団徳照会いしはら皮膚

外科クリニック/飽田東保育園/社会福祉法人日吉福祉会日吉保育園/社会福祉法人松風会明星保育園/医

療法人清和会平成とうや病院/社会福祉法人光徳会和光保育園/社会福祉法人清育会城南ふたば保育園/

社会福祉法人恵春会障害者支援施設くまむた荘/社会福祉法人慶信会第二城南学園/株式会社メディケア

熊本/社会福祉法人角岳会梶尾保育園/熊本リウマチ内科/株式会社森のコロレ小規模保育事業Ａ型小さ

な森の保育園/和幸保育園/社会福祉法人愛育学園/社会福祉法人清水会きらら保育園/医療法人健生会明

生病院/社会福祉法人靖共会ひでみ保育園/社会福祉法人むつみ保育園/NPO 法人子育て支援ワーカーズ社

会福祉法人グリーンコープ子育てサポートセンターぺぺぺぺらん/社会福祉法人慈愛園児童福祉施設シ

オン園/社会福祉法人白百合福祉会白百合保育園/一般社団法人学童クラブこうし/社会福祉法人聖嬰会

児童養護施設熊本天使園/社会福祉法人白百合福祉会百合ヶ丘保育園/山鹿東保育園/社会福祉法人善照

福祉会稲光園/児童養護施設広安愛児園/家庭的保育室ひまわり園/社会福祉法人茉音の花はなえみ保育

園/社会福祉法人ひろやす会ひろやす保育園/社会福祉法人ひろやす会/社会福祉法人恵寿会/社会福祉法



  

 

人豊徳会若草保育園/今泉保育園/社会福祉法人大矢野あゆみ福祉会大矢野あゆみ保育園/社会福祉法人

ひかり保育会光保育園/介護老人保健施設ほんごう苑/社会福祉法人白浜福祉会しろはと保育園/医療法

人一陽会天草セントラル病院/介護老人保健施設かがみ苑/社会福祉法人文政福祉会文政保育園/独立行

政法人国立病院機構/社会福祉法人はとの会/ライクアカデミー株式会社/社会福祉法人あおば福祉会お

ひさま保育園/社会福祉法人玉林会南大分に笑顔咲くえんわらひ/社会福祉法人竹の子会柳瀬保育園/株

式会社 LEOC/株式会社九州フードサプライセンター/エームサービス株式会社/ハイコムビジネスサポー

ト株式会社/株式会社 JTB コールセンター販売部/淀川食品株式会社/九州綜合サービス株式会社/株式会

社オネスティ―/株式会社肥後メディカルズ/株式会社シード・コーポレーション/甲佐町役場 

（備考） 

 

  



  

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

総合生活学科 74 人 54 人 3 人 1 人 人 

食物栄養学科 57 人 70 人 0 人 4 人 人 

幼児教育学科 149 人 116 人 1 人 5 人 人 

合計 280 人 240 人 4 人 10 人 人 

（備考）入学者数（平成 30 年 5月 1日現在）を除き、平成 30 年度実績 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要）尚絅大学授業計画作成手引き 

（URL：https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/outline/disclosure） 

 

各学部の授業科目のシラバス一覧 

https://gakumu.shokei-gakuen.ac.jp/（ゲストユーザーからログイン） 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

尚絅大学短期大学部学則第 12 条第 1 項に定められた単位の計算方法により各授業科目の単位

数を決定し、且つ尚絅大学短期大学部学則第 23 条及び第 29 条に基づき、単位・卒業の認定を

行う。 

本学では単位の認定を行うにあたり、各教員に対してその授業を学ぶ「意味・意義」を意識さ

せたシラバスの作成を求め、またその授業科目がディプロマ・ポリシー（学位授与方針）とど

のように関与しているかを明示するよう求める。 

具体的には「授業概要」「キーワード」「課題と評価の方法」「事前・事後学修の内容と目安」

など記載し、入学した学部・学科の教育課程の授業を履修し、各授業科目に定めている「到達

目標」を達成し、学力試験及び受講状況その他により認定の上、合格した者に単位を認定する

ものとする。 

最終的に２年以上在学し、所定の授業を履修した上で、62 単位以上の単位を修得した者につい

て学年又は学期の終わりに教授会の議を経て、学長が卒業を認定とする。 

（根拠学則） 

尚絅大学短期大学部学則第 12 条第 1 項、尚絅大学短期大学部学則第 23 条、尚絅大学短期大学

部学則第 29 条 

 

『ＧＰＡの算定について』 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/outline/disclosure 

 

尚絅大学短期大学部ディプロマ・ポリシー 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/gakubu/diploma_policy?id=ad03 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

短期大学部 
総合生活学科 62 単位 ○有 ・無 56 単位 

食物栄養学科 62 単位 ○有 ・無 56 単位 



  

 

幼児教育学科 62 単位 ○有 ・無 56 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法： 

（九品寺キャンパス） 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/campus-life/kuhonji/ 

（武蔵ヶ丘キャンパス） 

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/campus-life/musashi/ 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

短期大学

部 

総合生活

学科 
670,000 円 220,000 円 220,000 円  

食物栄養

学科 
670,000 円 220,000 円 270,000 円  

幼児教育

学科 
670,000 円 220,000 円 220,000 円 

 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要）学修支援センター（URL：

https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/campus-life/gakusyu/） 

平成 29 年 4 月に学修支援センターを設置し、授業についていけない、学修の方法が分からな

い、レポートの書き方が分からない、就職試験の一般教養に自信がない、編入学のための準備

の仕方が分からない等々の悩みや不安に寄り添い、日々の学修活動がスムーズにいくように支

援している。 

具体的には、高校までの学習内容の復習や授業内容の補習の他、個別の学習・履修相談、資格

取得等の幅広い相談にも応え、平成３０年度は九品寺及び武蔵ヶ丘両キャンパスで数学、英語

のサポート教科を開講している。また、九品寺キャンパスにおいては管理栄養士の国家試験合

格が求められる生活科学部の学生を中心に生物・化学のサポート教科を開講している。武蔵ヶ

丘キャンパスにおいては、中国語・韓国語のサポート教科を開講し、語学学修のサポートから

留学のための支援も併せて行っている。 

このほか、学修相談、履修相談を両キャンパス教務課で行い、スムーズな履修登録が行えるよ

う指導している。 

学修環境について、九品寺キャンパスでは大学図書館にグループ学習室、武蔵ヶ丘キャンパス

では大学棟に学習室を設け、サポートを行う教科を開講し、学生の自習室等に利用できるよう

整備されている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要）就職・進路支援センター（URL：https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/career/） 

学生の多様なニーズに対応し、平成 29 年 4月に就職・進路支援センターを設置した。就職・

進路支援センターでは、学生の多様なニーズに対応し、希望の就職・進路の実現をサポートし

ており、①個別支援（履歴書・エントリーシート対策、キャリアカウンセリング、模擬面接）

②就職支援・資格取得支援（就職対策講座、簿記検定対策講座）③就職支援プログラム（イン

ターンシップ、企業経営者による講演、合同会社説明会）④キャリアガイダンス（集団模擬面



  

 

接、グループディスカッション、メイク・マナー講座、社会人への準備支援セミナー）など希

望の進路・就職が実現できるようバックアップの体制を整えている。学生の希望をしっかり聞

き取り、将来のビジョンを共に考えるなど、本人に寄り添いながら最適な就職・進路の選択や

決定ができるよう人生設計を踏まえた支援を行い、夢や希望を実現させるための充実した就職

支援体制を整えている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要）九品寺キャンパス及び武蔵ヶ丘キャンパスに学生支援課を置き、学生生活に関するこ

と全般にわたり支援を行っている。特に学生の心身の健康等に係る支援に関する取組みについ

ては、以下のとおりである。 

・各キャンパスにおいて年１回（４月）に健康診断を実施し、学生の健康状態を把握する。 

・各キャンパスにおいて、保健室（養護教諭を置く）を設置し、学生の心身の相談、緊急時の

対応を行う。 

・各キャンパスにおいて、カウンセラー室を設置し、週１回のカウンセラーによる相談を受け

付ける。 

これらについては、学生の健康状態、心身の相談状況等を学生支援課、保健室、カウンセラー

で情報を共有し、学生の状況について改善を図るよう努めている。 

このほか、「学生支援講座」を開講し、全学生に対し「薬物乱用防止」、「こころの健康」、

「女性の健康」を受講させ、心身の健康に係る支援を行っている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：教育研究活動等の状況について、本学のウェブサイトにおいて必要な情報を

広報している。https://www.shokei-gakuen.ac.jp/univ/outline/disclosure/ 

 


